[bookmark: _GoBack]石綿含有吹付け材の切断等を行う作業における記録（除去作業前）
	作業時期
	項目
	確認欄
	記録事項
	記録の時期
	記録の趣旨

	除去作業前
	１ 掲示 
	☐
	掲示板（近景・遠景） 
作業実施の掲示、事前調査結果の掲示、関係者以外立入禁止の表示、石綿の人体に及ぼす作用・取り扱い上の注意事項・使用すべき保護具等の掲示 
	掲示板の設置時～除去作業日の除去開始前 
	・法に規定する掲示や関係者以外立入禁止の表示等がされているか。

・掲示板の内容が大防法・石綿則に規定する内容を満たしており（近景），公衆や作業者の見やすい位置に設置されている（遠景）ことを示すために記録する。 
・写真による記録が必要。 

	
	２ 特別教育 
	☐
	特別教育の受講者名簿又は過去の受講記録 
	入所時 
	・除去等作業を行う者全員が，石綿の有害性，石綿等の使用状況等の特別教育を受けていることを示すために記録する。 
・3年間の記録の保存義務（安衛則） 

	
	３ 作業場の隔離、セキュリティゾーンの設置 
	☐
	隔離の実施状況、セキュリティゾーンの設置状況 
	隔離、セキュリティゾーンの設置時 
	・石綿等の粉じんがセキュリティゾーン（更衣室，洗身室，前室の3室）の設置により作業場外部へ飛散することの防止，及び除去作業に従事する作業者等工事関係者以外の者の立入を遮断できていることを示すために記録する。 
・写真による記録が必要。 

	
	４ 集じん・排気装置の設置 
	☐
	【集じん・排気装置の設置】 
装置の型式、設置日時、設置者氏名、設置状況、適正稼働確認の方法、確認結果 
	集じん・排気装置の設置時 
	・集じん・排気装置が設置時に事前点検されており，粉じん濃度等の結果から正常に稼働することを示すために記録する。 
・作業場内の空気の溜まりや排気ダクトの圧力損失等がなく，適切に設置されていることを示すために記録する。 
・集じん・排気装置の型式や換気回数はパンフレット等，設置状況は写真や図面，適正稼働確認の結果は点検記録簿の写しがあるとよい。 

	
	５ 集じん・排気装置の点検、作業場及びセキュリティゾーンの負圧保持 
	☐
	【集じん・排気装置の適正稼働確認】 
確認日時、確認方法、確認結果、確認者氏名 
【作業場及びセキュリティゾーンの負圧】 
確認日時、確認方法、確認結果、確認者氏名 

	除去作業日の除去開始前 
	【集じん・排気装置の適正稼働確認】 
・除去作業の開始前に集じん排気装置が適正稼働していたことを確認するために記録する。 
【作業場及びセキュリティゾーンの負圧】 
・除去作業の開始前に作業場及びセキュリティゾーンの負圧が確保されていたことを確認するために記録する。 
・点検記録表があるとよい。 



確認年月日：　　　　　　　年　　　　月　　　　日
確認者：（所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石綿含有吹付け材の切断等を行う作業における記録（除去作業中）
	作業時期
	項目
	確認欄
	記録事項
	記録の
時期
	記録の趣旨

	除去作業中
	１ 石綿含有建材の湿潤化 
	☐
	湿潤化に用いた薬液名、薬液の散布状況 
	除去作業日ごと 
	・飛散抑制剤が適切に使用されていることを示すために記録する。 
・作業場所ごとに薬液名や散布状況が分かるものが必要。 

	
	２ 石綿含有建材の除去 
	☐
	除去作業の方法、作業範囲、状況 
	除去作業日ごと 
	・除去等作業が適切に行われていることを示すために除去等作業の方法，範囲，状況等の概要を記録する。 
・作業計画書の図面のほか，作業場所ごとに除去前後の写真，除去作業中の写真などが必要。 

	
	３ 作業場及びセキュリティゾーンの負圧保持 
	☐
	【作業場及びセキュリティゾーンの負圧】 
確認日時、確認方法、確認結果、確認者氏名 
	除去作業日ごとに数回（入退出時等） 
	・作業中や作業員の出入の際に集じん・排気装置が正常に稼働して負圧の管理ができていることを示すために，適宜記録する。 
・点検記録表での記録が望ましい。 

	
	４ 集じん・排気装置の点検 
	☐



☐

☐


	【集じん・排気装置排出口の粉じん濃度】 確認日時、確認方法、確認結果、確認者氏名 
【集じん・排気装置の運転時間】 稼働していた時間 
【フィルタ交換等のメンテナンス記録】 実施日時、実施内容、実施者氏名 
	除去作業日ごとに数回（メンテナンスの記録は実施時、稼働時間は作業終了時） 
	・作業中において集じん・排気装置が正常に稼働していたことを示すために，適宜（例えば作業の中断前後）記録する。 
・フィルタ交換等，メンテナンスが正しく行われていることを示すために記録する。（一般的には，1次フィルタは3～4回/日程度，2次フィルタは1回/日程度，HEPAフィルタは1次，2次フィルタを取り替えても目詰まりをおこす可能性のある場合（500時間程度）に交換する。） 
・点検記録表での記録が望ましい。 

	
	５ 石綿粉じんの処理 
	☐
	除去された石綿の梱包及び保管状況、当該梱包への表示 
	除去作業日ごと 
	・除去した石綿を適切に梱包，保管していたことを示すために記録する。 
・写真による記録が必要。 

	
	６ 使用器具等の付着物の除去又は梱包 
	☐
	使用した器具や保護具等を持ち出す際の付着物の除去の状況又はこれらを廃棄する場合の梱包の状況 
	除去作業日ごと 
	・使用器具，保護具等を作業場外に持ち出す際に，付着物が除去されていたこと又は梱包されていたことを示すために記録する。 
・写真があると分かりやすい。 

	
	７ 保護具等の着用状況 
	☐
	保護具（呼吸用保護具、保護衣）の着用状況 
	除去作業日ごと 
	・除去等作業者が適切な保護衣，呼吸用保護具等を正しく用いていたことを示すために記録する。 
・写真による記録が必要なほか，資材表や点検記録があると分かりやすい。 

	
	８ 従事者の記　　録
	☐
	除去等作業従事者及び周辺作業従事者の氏名、従事日時、従事した作業 
	除去作業日ごと 
	・石綿等の取扱い作業に従事した者，周辺作業に従事した者の従事期間を示すために記録しておく必要がある。 
・40年間保存（石綿則） 



確認年月日：　　　　　　　年　　　　月　　　　日
確認者：（所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石綿含有吹付け材の切断等を行う作業における記録（除去作業後）
	作業
時期
	項目
	確認
欄
	記録事項
	記録の
時期
	記録の趣旨

	除去作業後
	１ 石綿の取り残しの有無 
	☐
	除去対象の石綿が適切に処理されたことの確認 
	隔離解除前 
	・石綿が確実に除去されていることを確認し，記録する。 
・取り残し確認の措置の実施状況及び当該確認を行った者の資格が確認できるものについて，写真等による記録が必要。 

	
	２ 除去部分への粉じん飛散防止処理剤の散布 
	☐
	散布した薬液名，散布状況 
	隔離解除前 
	・飛散防止処理剤（固化剤）が適切に使用されていることを示すために記録する。 
・薬液名や散布状況が分かるものが必要。 

	
	３ 石綿粉じんの飛散のおそれがないことの確認 
	☐
	隔離内において石綿粉じんの飛散のおそれがないことを確認した日時，確認方法、確認結果，確認の実施者氏名，隔離空間内の清掃の状況 
	隔離解除前 
	・隔離解除の際に，隔離空間内に石綿等の粉じんがないことの確認を行ったことを示すため記録する。 
・確認結果報告書や清掃後の写真などが必要。 

	
	４ 作業場内の仕上清掃 
	☐
	作業場所の床又は地面等の清掃状況 
	仕上清掃時 
	・作業場所の床や地面等が仕上清掃されたことを示すために記録する。 
・清掃後の写真などが必要。 



確認年月日：　　　　　　　年　　　　月　　　　日
確認者：（所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







